
オープンコミュニティで進める品質とガバナンス

6th Grand Canvas : AI品質の未来を共に描く
～AI品質マネジメントネットワーキングシンポジウム～

2025年 9月 17日
日本IBM  エコシステムテクニカルリーダーシップ
平山 毅 HIRATSU@jp.ibm.com

https://www.digiarc.aist.go.jp/event/6th_grand_canvas/
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https://www.digiarc.aist.go.jp/event/6th_grand_canvas/
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自己紹介 日本IBM株式会社 テクノロジー事業本部 エコシステム共創本部
エコシステムテクニカルリーダーシップ 平山 毅
https://www.linkedin.com/in/tsuyoshihirayama/

テクノロジー事業本部エコシステム共創本部でエコシステムテクニカルリーダーシップを担当。

IBMでは、クラウド事業、Red Hat アライアンス事業、Data AI事業、クライアントエンジニアリング
事業金融部門、直近まではエコシステムエンジニアリングの日本での立ち上げをリード。それ以前は、

アマゾンウェブサービスでソリューションアーキテクト、プロフェッショナルコンサルタント、

野村総合研究所でファイナンシャルエンジニア、

東京証券取引所でITサービスのマネージャー、経営企画、ITアーキテクト、金融派生商品の開発者。

Linux Foundationの日本チャプターのリード、情報処理学会デジタルプラクティス編集委員、

総務省Beyond 5G新経営事務局委員、（官民学連携）。左記の通り。技術書籍を8冊出版。

国際学会、国際カンファレンスなど登壇多数。金融やITの認定資格多数保有。

神奈川大学、早稲田大学大学院、事業構想大学院大学、東京都立産業技術大学院大学で講義も担当。

東京都立日比谷高等学校卒業、東京理科大学理工学部卒業、

早稲田大学大学院経営管理研究科MBAファイナンス修了。

北陸先端科学技術大学院大学、⾧岡技術科学大学の博士課程在学。

NEDO AI品質マネジメント講座5期生。Beyond 5G新経営戦略センター リーダーズフォーラム4期生。
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Responsible AI for Financial Industries

https://www.linkedin.com/posts/omkar-nimbalkar-
741b423_watsonx-ai-automotive-activity-7266461148374347777-
7Xf1?utm_source=share&utm_medium=member_desktop
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サマリ

・IBMは「機械学習品質マネジメントガイドライン」に沿って
プロジェクトでのAIの開発運用を行っています。

・IBMは製品として品質やリスクに対応した生成AI watsonxを提供しています。

・IBMは生成AIのLLＭやチューニング機能をオープンソース化し、
Linux FoundationやThe AI Allianceなどで、オープンコミュニティ
にて、品質やガバナンスをリードしています。



© 2025 IBM Corporation 7

機械学習品質マネジメントガイドライン

https://www.aist.go.jp/aist_j/press_release/pr2020/pr20200630_2/pr20200630_2.html

2020年6月第１版表

立研究開法人産業技術合研究所(産研・AIST)
研究
人工知能研究

• 立研究開法人新・産業技術合開機構(NEDO)
受託事業一部

• 産研・AIST大共同利用機法人情報・研究機構立
情報研究所(NII)企業・大等有識委員構成
「機械習品質検討委員」

• 全125PDF公開

、AI品質見切口、以下3定義

安全性・回避性
有用性・AI
公平性
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IBMのAI倫理への取組み

信頼と透明性の原則
• AIの目的

人間のインテリジェンスを高めること
• データと洞察の所有権

データと洞察はそれを生み出した企業に帰属
• 透明性と説明可能性

AIシステムをはじめとする新しいテクノロジー
は、透明性があり説明可能でなければならない

• 説明可能性
• 公平性
• 堅牢性
• 透明性
• プライバシー

原則を支える基本特性

IBMのAI原則 AIガバナンス体制・プロセス

リスク審査
依頼 1次評価 最終判断• 過去事案を基に助言

• 最終判断に進めるか判断

AI倫理
委員会

AI倫理
部門担当者

AI倫理
PMO

AIプロジェクト
担当者

諮問
委員会

AI倫理委員会

AI倫理部門担当者

自発的支援者ネットワーク

体制

リスク審査プロセス
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AIガバナンスの運用モデルを実際に回し、AIリスクに対応。各国の法規制にも対応する統合評価プロセス
(IGP)により、AIを多角的に評価している。

IBM自身のAIガバナンス

組織的ガバナンス
およびAI倫理

委員会

必要に応じて AIシステム/モデ
ルの構築

「倫理デザイン」フレーム
ワークに基づく開発

データ取得：
クローリング 、ダウンロード、購入

Data & Model Factoryへ
モデルとデータを登録

新規、継続更新の
データセットを対象にする

技術、ビジネス、カバナンス、
法的なレビューを含む

データ評価/
クレジング

データガバナンス

最新の規制要件

プラバシー
評価

アルゴリズムの
影響評価

規制コンプライアン
ス

プライバシー/AI管理の仕組み CPO向けの
コンプライアンス

キャンペーンマネージャー

メタデータ
カタログ グローバルアセット

目録/登録簿

このアセットは、AIもしくは
アルゴリズム・システム

に該当するか
このアセットはPIを扱うか

監査証跡
CPO向けのインサイト・ダッシュボード
ファクトシート、モデルカードを含む

統合的な
コンプライアンス

製品パイプラインで
利用可能なモデルとデータ

クリアランス済みの
データでの学習

評価/
チューニング

バイアス、ドリフト等
モデルの監視/テスト

モデルの
プロンプト設計/

チューニング

モデル
ライフサイクル

管理

継続的なサイクル

コントロール・ポイント

データ
クリアランス

ユースケースの
リスク評価

ポリシー/標準の
更新

ユースケース
レビュー

ガードレール※

AI/プライバシに関する
法規制の影響評価

ML/LLM Ops

DMGカタログ
Ethics by Design

AI倫理委員会によ
る評価・承認
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独自のAI構築による価値の提供
(AI価値創造者)

IBMの目指すところ

学習

チューニング 運用・管理

質問
（プロンプト）

自社構築モデル

質問
(プロンプト)

他社構築モデル

提供されたAIの利用
(AI利用者)

gpt など
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IBM watsonx

自社固有の
モデル開発

オープンソースや
その他のモデル活用

IBMモデルの活用

保全

自社固有のデータを一元管理・活用

AI活用・構築のための企業向けスタジオ データとAI双方の
ガバナンス・ツールキット

watsonx.ai
企業独自の競争力と差別化を保持する
ために、基盤モデルをはじめ様々な
AIモデルを活用・構築することができ
る

watsonx.data
AIをビジネスのあらゆる領域で活用
するために、企業の散在するデータを
一元管理し、さらに活用できるよう加
工する仕組みを提供する

watsonx.governance
信頼できるAIの構築を支援する、
データとAI双方のガバナンスを包含し
たツールキット。
責任ある、透明性・説明可能性を
確保したAIのワークフローを実現する

基盤モデルをはじめとしたAIモデルを活用・構築し、企業独自の価値創造を支援する。

チュー
ニング

構築
調整

デプ
ロイ試行

Security for AI
Guardium AI Security

Security for Data
Guardium Data Protection

Guardium DSPM

AIガバナンスデータ基盤・データガバナンス



The AI Alliance の主要テーマのうちの信頼性 https://thealliance.ai/

モデルと
データセット

信頼性と
セキュリティ

生成AIアプリケー
ション組み込み

生成AIハードウェア
組み込み
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The AI Alliance Japan https://the-ai-alliance.github.io/japan/

ソブリンAI
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Let‘s Collaborate AI Project with IBM
Let’s Try watsonx

Let‘s Join “The AI Alliance” OSS community




